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230 9章

うからである。
病気に対する個人的経験を示すキーワードや言い回し
には，引用符を用いる。それらのキーワードや言い回し
は治療方針を立てるうえで重要な情報となるので，適宜
記録する必要がある。
問診における主要な範疇の情報を組織化することは，
問診過程の全体を管理するうえで重要である。主要問題
に関して質問している際に，患者が病歴とともに症状の
変化などについても述べることもある。そのような場合
はそれらの情報を長々と記述するよりも，“病歴”と“変
化”を項目ごとに記録できるように，紙面のスペースを
うまく空けておくことが重要である。こうすることに
よって理学療法士が，たとえ“並列”のコミュニケーショ
ン技術を適用した際にも（3章），問診過程全体をうま
く管理できるだろう。

ボディチャート
患者の主要問題を確認した後，機能障害，領域，深●

さ，性質，病態および症状の関連性に関する全般的な
情報を明確にし，“ボディチャート”に記録する（図
9-1）。
ボディチャートを参照することで，患者の症状や主要●

問題をすぐに思い出すことができる。
ボディチャートを正確に記載することによって，運動●

障害や症状の発生源および神経生理学的な疼痛機序に
関する仮説を立てることができる。さらに注意事項と
禁忌に関する最初の仮説も考えられる。
原則として，記録および記憶を促進するために，理学●

療法士がボディチャートを作成する。
時には慢性疼痛患者の場合，患者自身がボディチャー●

トに記載することもある。疼痛の経験に関する比喩と

1

刺すような疼痛，
間，深

1 と は常に関連

3
突っ張り感，
間，深

2

突っ張り感，
間，深

1a

1a

2

3 は関連なし

++であれば1

突っ張り感，
間，深

図 9-1　ボディチャートの記述例
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この本の内容・特徴
◆先行販売している「メイトラン
ド・脊椎のマニピュレーション
（原著第7版・エルゼビアジャ
パン社刊行）」の姉妹本です。
この2冊で全身のマニピュレー
ションが理解できます。
◆「徒手的理学療法」の分野に
おいて、世界で最も読まれて
いる理学療法テキストです。理
学療法士が実践の場で学ぶ基
礎から応用までの多くの手技
について、多数の写真と分かりやすい表現により理解が深まる
よう構成しました。
◆リハビリテーションに関係する方々（理学療法士・作業療法士・
整形外科医・研修医・学生など）必携の書籍です。


